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S一一d相互作用による有限温度のときの発散についてはt L媒ち く前に議論され

たがーその後す こし考 えてみて問題の所在ははっき りしたように思 うのでのぺ

てみたいc

S- yZの場合の帯磁率について考 える｡ S各 の熟平均をとる場合に まずフエー

ル ミ分布について平均 し､次に ボルツマン分布にらいて平均するo Sz-frZの

状態 を無摂動状態 とすると､ これに S2;--1A の状態が交換相互作用に よって

浸 るためにSzlの平均 はへるC

<S乞>1/2- (1/2)- (∫/i.I)2Ekklfk(i-fg )/(Ek-eit)2tl)

Sz--1/2 を無窮劫 とした場合･<Sz>->2は上式の符号 をかえたものになるO

そのためhT-Oのときは両者の平均は 0となるoLか し磁場があると両者の比

重が異なるO上式の和を積分でおきかえたものは発散す るから帯磁率に発散が

現われるとい うのが筆者の議論であったO発散はエネルギーが保存する状態か

ら起 るが､エネ}t,ギーの殆 んど等しい状態が まざるのは時間がかか り系の寿命

より長い時間かか らなけれ ば浸 らない ような状態はtl)の和か ら除外すべ きであ

る｡そこで上式の分母にコ ;)ンハの メカニズムか らくるゼーマンレベルの幅F

を加えてこの発散 をとめる｡

<sz>y2-(1/2)-(J/N)23kkffk(1-fk.)/"Ek-ek)2+a2F2t

=(1/2)-(2qJ2p2itT/ar)I
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ここに aは 1の程度の量でkT>>Tとして (F/kTrlの蔑だけとり (T/kT)0

は省略 したO コ7)ンハに よれば.T= 2万J2p2kTだから

<S21> 1/2= (1/2)- (V a)=-<S乞>-/2

故に熱平 均は

<Sz> - f(1/2)-(1/α)Ita血(班 ) t3)

これが前にえた結菜であるが三輪氏 によるとこのような発散は打消されるo 上

の議論では磁場の影響をボルツマン分布にしか考慮 していなかったo Lか し

Ⅴ畠n 豆ユeckのpara皿agに相当する効果があるO即ち磁場があるときは

<sz>_"p - ±(1/2)芋(Jノ好 EkA,-･
′

fk(卜 fhl)/" E好 一Sk∴±2pH)2+ a2T-2i

-1

= ±(1/2卜(2万J2p22pH/iF)(㌔才揖シⅦ 二1)

(4)

くSz> 1/2に e扉シ班 をか け < Sz>-1/2に e-ル 虻 をかけて加えるとp-i
の項 は消えてしまうO ここでTは発散を一応とめるだけの役 しかしていないか

ら､無限小の量でよく系の有限の寿食 を考慮する必要はないとい うの声;三輪氏

の議論 (を巌な りに解釈したもの)であるo この議論はたしかにこれで成立っ

ているが､ もう一つの議論 も成立つ ように思 うD

即 ち磁場が あるときはFも磁場によって変化するC

･17(±1/2-芋 1/2)=2wJ2p2〝 8(f'-1 ±2pH)f(1-f′)dede,

-土2打J2p22pH(ej=2pfVkT - 1)-1 (5)

T(兎 が 釦 を<SB> l/2の rにいれてe必 'kTをかけ､㍗(弓 一言)杏

< sBユー>2- の rに い れて e-PfL/虻 をかけて加えると再びE3)をうるo

結局､はじめから幅を無限小と考 えてもそれなりの答がえられるし､有限 と

考 えて も別の答をう卑C問題まどちらか正tJ油払 うこ出地 場 産のところ判っていなしも

ー222-

●


